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双葉地方町村会要望活動を実施
　双葉地方町村会は、12月２日（木）、３日（金）
の２日間、関係省庁に対して東日本大震災、東京電
力福島第一原発事故で被害を受けた双葉地方の復
興・再生に向けた要望活動を行いました。
　復興庁に対しては浜通りへの整備が計画されて
いる国際教育研究拠点について、長期的な予算と人
員の確保、基本構想の早期策定やロードマップの整
備などを求めました。
　双葉地方町村会長の遠藤町長をはじめ各町村の
首長が西銘復興大臣らに要望書を手渡しました。

福島県町村会、復興庁に要請活動
　11月18日（木）、福島県町村会の遠藤智広野町
長はじめ、同副会長の大宅宗吉南会津町長、坂本浩
之三春町長が復興庁を訪問し、西銘恒三郎復興大臣
に廃炉や汚染水・処理水対策、被害が起きた場合の
実態にあった賠償を講じるよう要望しました。
　また、震災被災者の一部医療負担の免除などの
継続や復興財源の確実な確保、期間困難区域の全
域の避難指示解除などに加え、ＪＲ只見線の安定
的運行に向けた財政支援について、福島県の復興・
再生が果たせるよう訴えました。

広
野
町
長
選
挙  

遠
藤
智
氏
が
再
選

　

任
期
満
了
に
伴
う
広
野
町
長
選

挙
が
11
月
21
日
に
行
わ
れ
、
現
職

の
遠
藤
智
氏
が
三
期
目
の
当
選
を

果
た
し
ま
し
た
。

　

遠
藤
町
長
は
、12
月
９
日
（
木
）

に
初
登
庁
し
、
大
勢
の
町
民
や
役

場
職
員
か
ら
盛
大
な
拍
手
で
出
迎

え
ら
れ
、
贈
ら
れ
た
花
束
を
手
に

三
期
目
の
町
政
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
訓
示
式
で

は
、
職
員
を
前
に
「
全
て
の
町
民

の
声
に
耳
を
傾
け
、
全
町
民
の
た

め
公
明
正
大
な
町
政
運
営
を
行

い
、
町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
、
次
の
世
代
へ
と
引
き
渡
せ

る
町
を
創
生
す
べ
く
、全
身
全
霊
・

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
で

あ
り
ま
す
」
と
、
町
政
の
方
針
を

述
べ
、
広
野
復
興
創
生
へ
の
意
欲

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

遠
藤
町
長
の
三
期
目
の
任
期

は
、
12
月
８
日
か
ら
４
年
間
と
な

り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
８
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振
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て

　

こ
れ
ま
で
の
８
年
間
を
振
り

返
り
ま
す
と
、
平
成
26
年
は
被

災
の
町
か
ら
歴
史
と
文
化
を
継

承
し
、
新
し
い
町
、
希
望
の
光

が
キ
ラ
リ
と
光
る
町
を
創
っ
て

い
く
た
め
に
「
希
望
の
年
」
と

目
標
を
掲
げ
、
平
成
27
年
は
復

興
・
再
生
の
種
が
芽
吹
き
育
つ

「
成
長
の
年
」、
平
成
28
年
は
弾

み
を
つ
け
て
加
速
化
す
る
「
躍

動
の
年
」、
平
成
29
年
は
よ
り

着
実
に
前
進
し
、
よ
り
大
き
く

成
長
し
て
発
展
す
る
「
前
進
の

年
」、
平
成
30
年
は
新
し
い
広

野
町
の
創
生
へ
と
進
化
を
進
め

る
「
邁
進
の
年
」、
平
成
31
年

は
ふ
た
ば
未
来
学
園
中
高
一
貫

校
の
開
校
や
認
定
こ
ど
も
園
の

開
園
し
た
こ
と
か
ら
「
新
生

の
年
」、
令
和
２
年
は
東
日
本

大
震
災
並
び
に
原
子
力
災
害
か

ら
10
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
「
飛
翔
の
年
」、

そ
し
て
、今
年
は
第
２
期
復
興
・

創
生
期
間
と
な
る
新
た
な
10
年

へ
向
け
て
「
躍
進
の
年
」
と
位

置
付
け
、
創
生
の
パ
イ
オ
ニ
ア

と
な
る
べ
く
、
生
活
再
建
を
念

頭
し
た
安
心
・
安
全
な
共
生
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

広
野
町
の
将
来
へ
の

展
望
に
向
け
て

　

町
の
将
来
を
展
望
す
る
中

で
、
安
心
・
安
全
な
共
生
の
ま

ち
づ
く
り
は
必
要
不
可
欠
で
あ

り
ま
す
。

【
医
療
・
福
祉
の
充
実
】

　

平
成
31
年
１
月
、
町
、
社
会

福
祉
協
議
会
、
町
内
の
２
医
療

機
関
に
よ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
構
築
な
ど
に
関
す
る
協

定
を
締
結
し
「
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。

本
年
４
月
、
町
内
で
唯
一
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
花
ぶ
さ
苑

を
事
業
継
承
し
、
い
わ
き
市
の

と
き
わ
会
グ
ル
ー
プ
を
指
定
管

理
者
と
し
て
、
公
設
民
営
の
方

式
に
よ
り
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
町
独
自
の
健
康
福

祉
手
帳
の
作
成
や
広
野
健
康
ポ

イ
ン
ト
事
業
な
ど
、
健
康
・
長

寿
を
意
識
し
た
施
策
に
も
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

【
教
育
の
充
実
】

　

認
定
こ
ど
も
園
や
小
学
校

な
ど
か
ら
形
成
さ
れ
、
現
在

約
１
０
０
０
人
の
園
児
、
児

童
、
生
徒
が
修
学
す
る
「
教
育

の
丘
」
で
は
、
第
二
次
広
野
町

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
教
育

活
動
を
展
開
し
、
ふ
た
ば
未
来

学
園
中
高
一
貫
校
と
の
連
携
を

見
据
え
、
広
野
町
立
学
校
独
自

の
魅
力
あ
る
教
育
の
創
出
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
震
災
後
、

静
岡
県
で
活
動
を
継
続
し
て
い

た
サ
ッ
カ
ー
の
Ｊ
Ｆ
Ａ
ア
カ
デ

ミ
ー
福
島
男
子
が
令
和
３
年
４

月
か
ら
町
内
で
の
活
動
を
再
開

し
ま
し
た
。
国
は
、
復
興
の
一

環
と
し
て
浜
通
り
に
国
際
教
育

研
究
拠
点
を
整
備
す
る
方
針
で

あ
り
、
今
後
30
～
40
年
に
渡
り

廃
炉
作
業
が
続
く
中
、
必
要
な

人
材
を
地
元
で
育
成
す
る
こ
と

は
極
め
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。

園
小
中
、
ふ
た
ば
未
来
学
園
と

高
等
学
術
教
育
機
関
と
連
携
を

図
り
、
今
後
整
備
さ
れ
る
国
際

教
育
研
究
拠
点
の
更
な
る
展
望

を
国
に
提
言
し
て
ま
い
り
ま

す
。

【
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
】

　

町
内
に
は
居
住
若
し
く
は

一
時
滞
在
し
て
い
る
方
が
約

２
０
０
０
人
お
り
ま
す
。
住
民

と
復
興
関
連
従
事
者
の
間
に
は

接
点
が
な
く
、
お
互
い
に
日
常

生
活
を
送
る
上
で
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
が
起
き
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
行
政
と
し
て
町
民
の
暮

ら
し
を
守
る
の
は
当
然
で
す

が
、
同
時
に
、
廃
炉
を
着
実
に

進
め
る
た
め
に
も
復
興
関
連
従

事
者
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
既
存
の
住
民

と
復
興
関
連
従
事
者
が
共
に
支

障
な
く
生
活
で
き
る
環
境
を
整

え
て
ま
い
り
ま
す
。

確
か
な
実
績
で
町
民
主
体

の
町
づ
く
り
へ

　

引
き
続
き
、
町
民
主
体
の
町

づ
く
り
を
目
指
し
、
復
興
・
創

生
を
成
し
遂
げ
「
未
来
」
へ
と

発
展
さ
せ
る
た
め
「
医
療
福
祉

体
制
」、「
安
心
安
全
」、「
人
材

育
成
」、「
持
続
可
能
な
発
展
」、

「
情
報
化
社
会
」
を
五
つ
の
柱

に
掲
げ
、
将
来
に
わ
た
り
町
民

の
皆
さ
ま
と
共
に
広
野
町
の
誇

り
と
な
る
事
業
を
展
開
し
て
ま

い
り
ま
す
。
ふ
る
さ
と
へ
の
熱

い
想
い
か
ら
、
こ
の
歩
み
を
さ

ら
に
前
進
さ
せ
、
い
か
な
る
困

難
に
対
し
て
も
、
正
面
か
ら
立

ち
向
か
い
未
来
へ
発
展
す
る
町

づ
く
り
を
進
め
、
私
た
ち
の
愛

す
る
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
満

ち
た
明
る
い
広
野
町
を
創
り
、

復
興
・
創
生
を
成
し
遂
げ
町
民

主
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

当
町
の
復
興
は
道
半
ば
で

す
。
こ
れ
ま
で
も
『
町
民
主
体

の
町
づ
く
り
』
を
進
め
て
き
ま

し
た
が
、
今
後
も
未
だ
避
難
中

の
方
も
含
め
た
す
べ
て
の
町
民

と
の
対
話
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
次
の
世
代
へ
と
引
き
渡
せ

る
町
を
創
生
し
て
い
き
ま
す
。

　

当
町
か
ら
双
葉
地
方
、
相
双

地
方
全
体
か
ら
県
内
を
見
据
え

な
が
ら
、
福
島
の
被
災
地
が
希

望
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
福

島
復
興
・
創
生
を
果
せ
る
よ
う
、

創
生
の
パ
イ
オ
ニ
ア
、
確
か
な

創
生
へ
の
町
づ
く
り
の
創
出
へ

向
け
開
拓
し
、
全
身
全
霊
・
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

要望活動を実施

 
復
興
創
生
に
向
け
第
三
期
町
政
が
ス
タ
ー
ト

太平洋から望む広野町の街並み

教育の丘

第 ３ 期 町 政 に お け る 所 信 表 明


